
理科学習シート「この植物が増えすぎたら…？」 

特定外来生物がおよぼす影響について考えましょう！ 

（１）次の植物は江津湖で見られ、特定外来生物に指定されています。 

※ 解説を聞いて、種名や特徴を書きましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）これらの特定外来生物が増え続けると、どのような影響があるでしょうか。 

※ 自由に話し合ってみましょう。 

 

 

 

 

 

（３）話を聞いて「わかったこと」「もっと知りたいこと」「感想」などを書きましょう。 

  ※ 学習シートの裏面を使いましょう。 

（       ）中学校 （  ）年（  ）組  名前（              ） 

館内学習支援活動（ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ等）実施申込書

 学校名（電話番号／FAX番号） 　）　　　　　　　　　/　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

2  所属長名

4

 ご来館日（曜日）

5

※　※　※　※　　　以下、熊本博物館側の記入欄　　　※　※　※　※

7  備考（諸連絡等）

 Ｎｏ．（　　　）　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

 ご滞在時間帯（○時～○時）

第③希望（　社会科　理科　　）

FAX送信票

 参加学年（参加人数） 　　　　　　　　　　　　　　　　年　（　　　　　　　　　　　　　　　　人　）　　

第①希望（　社会科　理科　　）  Ｎｏ．（　　　）　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

館 内 学 習 プ ロ グ ラ ム 名 （第①希望～第④希望）

※参加人数が35人を超える場合、２班に分けて実施

（２つのプログラムを同時実施・交替制）

3  担当者名（担当学年／専科等） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　

第②希望（　社会科　理科　　）  Ｎｏ．（　　　）　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

申込日      　　　　年（２０　　　　）　　　月　　　日

　　　学校教育支援事業

To：熊本博物館（FAX：０９６－３５１－４２５７）

実施プログラム（担当）

FAX送信後、確認のための電話連絡をお願いします。（電話：096-324-3500）

6

（　社会科　理科　） いずれかに ○ を
プログラムNo.　「プログラム名」

※　できるだけ第④希望までお書きください。

第④希望（　社会科　理科　　）

 Ｎｏ．（　　　）　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
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3  担当者名（担当学年／専科等） 　　　総合　博子　（５年主任）　　　　　　

館内学習支援活動（ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ等）実施申込書

FAX送信票

申込日 令和４年（２０２２年）１０月１５日

　　　学校教育支援事業

To：熊本博物館（FAX：０９６－３５１－４２５７）

1  学校名（電話番号／FAX番号） 　　　熊本市立熊博小学校　（３２４－３５００　/３５１－４２５７　）　　

※　※　※　※　　　以下、熊本博物館側の記入欄　　　※　※　※　※

実施プログラム（担当）

2  所属長名 　　　博物　館太郎

4  参加学年（参加人数） 　　　小学校５年　（68人）　　　　　　

 Ｎｏ．（２２）　「田植え道具の工夫と・・・　」

7  備考（諸連絡等） 　オリエンテーションの前にプラネタリウム（9:00～9:50）を視聴する予定。

FAX送信後、確認のための電話連絡をお願いします。（電話：096-324-3500）

 Ｎｏ．（２1）　「命をつなぐ植物の知恵」

5

 ご来館日（曜日） 　　　令和４（２０２２）年　１１月１１日（金）

 ご滞在時間帯（○時～○時） 　　　９：００～１１：４５

館 内 学 習 プ ロ グ ラ ム 名 （第①希望～第④希望）

※参加人数が35人を超える場合、２班に分けて実施

（２つのプログラムを同時実施・交替制）

6 第②希望（　社会科　理科　　）  Ｎｏ．（１２）　「これを食べたの、一体だれ？」

第③希望（　社会科　理科　　）  Ｎｏ．（　９）　「茶臼山、どこに天守を建てる？　」

第④希望（　社会科　理科　　）

（　社会科　理科　） いずれかに ○ を
プログラムNo.　「プログラム名」

※　できるだけ第④希望までお書きください。

第①希望（　社会科　理科　　）

記入例

記入不要

社会科は「プログラム

集12ページ」、理科は

「プログラム集70ペー

ジ」をご覧ください。

６ おわりに【お出かけとお迎え】 

 

熊本博物館は社会教育・生涯学習の場として、幅広い世代の市民・県民の皆

さまをはじめ、より多くの方々に貴重な資料や収蔵品をご覧いただいたり、調

査・研究の成果を博物館内外において紹介したりする活動を展開しています。  

そのような取組を通して、出会った皆さま方の知的好奇心に応え、微力なが

ら主体的に学び続ける機会を提供したいと考えているところです。 

人が生涯にわたって学び続けるためには、「自我に目覚め、自我を形づくり、

自我を磨き始める」小・中学生の時代に博物館などの生涯学習施設を利用し、（施

設の内外を問わず）学芸員や専門職員と交流ができる経験や体験の場が少なか

らず必要なのではないでしょうか。それが生涯学習の基盤となり原風景となっ

て、その後の生活に豊かさを添えてくれるものと信じます。 

 

熊本博物館は、これからも生涯学習社会の重要拠点として多種多様な機能を

発揮し、豊かな感性や心の育成にも寄与すべく日々の活動に取り組んでまいり

ます。 

学校から博物館へ、博物館から学校へ、互いに楽しみながら「お出かけとお

迎え」をする…。そんな「双方向性のある博学連携」を目指し、より充実した

『学校教育支援事業』の実現に向けて力強く歩みを進めていきたいと思います。 

今後ともよろしくお願いいたします。 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

蒸気機関車６９６６５号機【屋外展示場】 

1923 年生まれ（2022年 1 月で 99 歳：白寿） 
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